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製造業のDXにおいてはグローバル企業間の連携やエ
コシステム構築が欠かせませんが、これらに影響をお

よぼすグローバル事象も多く存在します。筆者は前著

『製造業DX：EU/ドイツに学ぶ最新デジタル戦略』
（近代科学社Digital（2023））において、製造業にお
ける日本のDXの現状を踏まえ、欧州連合（EU）/ドイ
ツを中心とした世界の最新事例を紹介しました。本著

ではそれ以降のEU/ドイツの動きや、それ以外の国々
の動き、最新テクノロジー活用の動向などを紹介しま

す。その中で、特に生成AIやAIエージェントの登場は
製造業を含む産業に大きな変革をもたらすと考えてい

ます。

内容紹介

EU/ドイツの動きや、それ以外の国々の動き、最新テクノロジー活用の動向などを紹介

全国の書店・ネット書店にてお求めい

ただけます。お取り扱い店は以下の

ウェブページをご覧ください。

https://www.kindaikagaku.co.jp/bo

ok_list/detail/9784764961272/

製造業DX Next Stage
ー各国/地域の動向やAIエージェントがもたらす新たな変革ー

https://www.canva.com/design/DAGxbZ7_ffo/sHjbuAq7HuiEJkrETh7FYQ/edit
https://www.kindaikagaku.co.jp/book_list/detail/9784764961272/
https://www.kindaikagaku.co.jp/book_list/detail/9784764961272/
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